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神奈川県におけるマロマユヒラムシ（新称）
（扁形動物門：多岐腸目）の初記録

大矢佑基・露木葵唯

Yuki Oya and Aoi Tsuyuki: First record of Zygantroides serpulidicola
(Platyhelminthes: Polycladida) from Kanagawa, Japan

緒言

　ヒラムシ類（多岐腸目）は海洋環境において主に自由
生活を営む扁形動物の一群である。日本沿岸からは世界
で知られるヒラムシの約 15 ％にあたる 150種以上が報
告されている（Kato, 1944）。しかしながら、潮間帯とい
った身近な環境であっても近年次々と新種のヒラムシが
記載されていることから、日本沿岸のヒラムシの種多様
性はまだ解明の途上であるといえる（例えば Oya et al., 
2022; Tsuyuki et al., 2023）。
　無吸盤亜目に属するヒラムシの 1種 Zygantroides 
serpulidicola Oya, Tsuyuki & Kajihara, 2020はカンザシゴ
カイ類の棲管上に生息する体長 1 cm弱のヒラムシであ
る（Oya et al., 2020: fig. 1）。背面に茶色の斑点がまばら
に存在するほか、透けて見える腸内容物によって乳白色
からオレンジ色の見た目をしていることで特徴づけられ
る（Oya et al., 2020: fig. 2）。本種ヒラムシはこれまでタ
イプ産地である熊本県天草市の通詞島の潮間帯を除いて
報告がなかった（図 1A）。
　第一著者は関東沿岸のヒラムシ相調査の過程で神奈川
県真鶴町の三ツ石海岸の潮下帯から Z. serpulidicolaに同
定されるヒラムシを採集した。本研究では得られた標本
の形態学的観察および熊本県産標本との遺伝子情報の比
較を行い、本州初記録および北限記録として本種を報告
する。また新たに本種ヒラムシに対する和名を提唱する。

材料と方法

採集および固定：2023年 7月 5日に神奈川県真鶴町三
ツ石海岸西岸（図 1B）の潮間帯で調査を行い、転石裏
のカンザシゴカイ類の棲管上から 4個体を採集した。得
られた標本は麻酔を施さずに生時の背面および腹面の写
真をデジタルカメラ（D5600, Nikon）を用いて撮影した。
その後、DNA抽出用標本として体縁部の一部を切り取
り 99.5 %エタノールで固定し、残りの虫体は形態観察

のためにブアン液で一晩固定した。ブアン液固定標本は
固定後に 70 %エタノールで保管した。得られた個体の
うち 1個体を本研究に使用した。

標本作製：形態観察用標本は咽頭前端部分で頭部側断片
と尾部側断片に切り分けた。頭部側断片は加水してマウ
ントクイックアクエオス（大道産業）で封入してホール
マウント標本とした。尾部側断片はエタノールで脱水、
キシレンで透徹したのちにパラフィンに包埋した。パラ
フィン包埋標本は回転式ミクロトームを用いて厚さ 4 µm
の矢状面連続切片を作製した。切片はヘマトキシリン・
エオシン染色を施した後にエンテランニュー（Merck）
で封入して組織切片標本とした。

形態観察：ホールマウント標本と組織切片標本は光学
顕微鏡（BX41, OLYMPUS）に装着したデジタルカメラ
（DP20, OLYMPUS）を用いて撮影した。撮影した組織切
片標本は Thévenaz et al. （1998）のアルゴリズムに基づく
プラグイン（Thévenaz, 2011a, b）を導入した ImageJ ver. 
1.52a（Rasband, 2018）を用いて連続切片像の位置合わせ

報　告

図 1. マロマユヒラムシ Zygantroides serpulidicola の採集記録 . 
A：日本沿岸におけるマロマユヒラムシの採集地点；B：神奈
川県において新たにマロマユヒラムシが見つかった地点 . 1：
Oya et al. （2020）；2：本研究 .
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図 2. 神奈川県真鶴町三ツ石海岸から得られたマロマユヒラムシ Zygantroides serpulidicola（KPM-NJD 78）. A：生時背面；B：生時腹面；
C：透徹した頭部；D；雌雄交接器の矢状面切片；E：貯精嚢および射精管の拡大図；F；矢状面切片の積層像から再構築したラング氏
嚢の冠状面像 . 略記：ca：共通生殖腔；cec：脳域眼クラスター；cg：セメント腺；cgp：共通生殖孔；cov：共通輸卵管；ed：射精管；
lv：ラング氏嚢；lvd：ラング氏嚢柄；m：口；ma：雄性生殖腔；ov：輸卵管；pc：咽頭腔；ph：咽頭；sd：輸精管；sv：貯精嚢；tec：
触手眼クラスター；v：膣 .
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を行い、積層ファイルとした。さらに同ソフトウェアの
Resliceコマンドによって矢状面切片像の積層ファイルか
ら冠状面像を作製した。本研究で作製した標本は神奈川
県立生命の星・地球博物館（KPM-NJD 78）に収蔵した。
塩基配列の決定：DNA抽出用標本から DNeasy Blood & 
Tissue Kit（QIAGEN）を用いて DNAを抽出した。DNA
バーコードとして Oya & Kajihara（2017）の方法に従い
チトクロム c 酸化酵素サブユニット I（COI）遺伝子の
部分配列（712 bp）を決定した。得られた配列は熊本県
天草産の標本の COI配列との遺伝的距離（p-distance）
を算出した。本研究で決定した配列は DDBJ/EMBL/
GenBankデータベースに登録した。

結果と考察

マロマユヒラムシ（新称）

Zygantroides serpulidicola
Oya, Tsuyuki & Kajihara, 2020

Zygantroides serpulidicola Oya, Tsuyuki & Kajihara, 2020: 
189, figs. 1–4 (Tsujishima Island, Kumamoto, Japan)

観察標本：KPM-NJD 78、頭部ホールマウント標本 1枚
および尾部組織切片標本 10枚（ヘマトキシリン・エオ
シン染色）、神奈川県真鶴町三ツ石海岸西岸（図 1B）、
潮間帯転石裏のカンザシゴカイ類の棲管上、2023年 7月
5日、大矢佑基採集。

形態：体長 10.7 mm、体幅 6.0 mm、体形は前方が幅広く
なった楕円形（図 2A, B）。背面には体縁部周辺に茶色の
斑点がまばらに存在するが、腹面にはそれらは見られな
い。背側腹側ともに腸内容物によって全体的に黄味がか
った乳白色に見える（図 2A）。咽頭は 3.9 mm、体の中
央に位置し、腹面からは白色に見える（図 2B）。輸精管・
輸卵管は体壁を通して白く見える。頭部は触手眼点と脳
域眼点がそれぞれクラスターを形成している。脳域眼ク
ラスターの後端は触手眼クラスターの前端よりも前方に

位置する（図 2C）。一部の脳域眼点は脳域眼クラスター
よりも前方に散在する。触手や触葉を欠く。共通生殖孔
は体後端から約 2.4 mmの位置に開口する（図 2B）。共
通生殖孔の前方には口が開口する（図 2D）。雄性交接器
は摂護腺嚢を欠く。一対の輸精管は共通輸精管を形成す
ることなく独立に洋梨型の貯精嚢につながる。貯精嚢の
遠位末端は円錐形に膨らんだ射精管に通じる。射精管内
壁は分泌性の上皮を有する（図 2E）。陰茎突起は目立た
ない。雄性生殖腔は共通生殖腔に通じる。雌性交接器は
ラング氏嚢と膣からなる。共通輸卵管はラング氏嚢柄と
ほぼ同じ長さを有する。ラング氏嚢は馬蹄形で共通生殖
孔よりも後方に位置する（図 2D, F）。膣の遠位 3分の 2
にはセメント腺が発達する。膣の遠位末端は共通生殖腔
に開口する。

遺伝的距離：得られた配列（LC782342）は熊本県天草
から得られた Z. serpulidicolaの COI配列（712 bp）と
1.83–1.97 %の遺伝距離を示した（表 1）。

備考：神奈川県真鶴町三ツ石海岸で得られた標本は Z. 
serpulidicolaと同定された。本標本は①口が咽頭腔の後
方かつ共通生殖孔の近くに位置する、②共通輸精管を欠
く、③長い共通輸卵管を有する、④馬蹄形のラング氏
嚢を有する。これらの特徴は本種の原記載（Oya et al., 
2020）と合致する。また本標本は原記載と同様にカンザ
シゴカイ類の棲管上から得られた。加えて COI配列の比
較で示された遺伝距離（最大 1.97 %）は Oya & Kajihara
（2017）で示されたヒラムシの種内変異の範囲に収まる。
以上のことから、Z. serpulidicolaの本州初記録および北
限記録として報告する（図 1A, B）。ただし、天草産の 4
標本内の遺伝距離（0.00–0.70 %）とは大きく離れている
ことから熊本県天草の集団と神奈川県の集団の間で遺伝
的分化が生じている可能性がある。今後は本種の分布が
予想される四国から関東以西にかけての調査・標本比較
が必要である。
　本種の新称は平安時代の貴族が身だしなみとして施し
た「殿上眉」の現代における俗称「麻呂眉」にちなむ。

表 1. 神奈川県産標本と熊本県産標本の遺伝的距離（COI, p-distance）

LC528160 
ICHUM:6023

LC528161 
ICHUM:6024

LC528162 
ICHUM:6025

LC528163 
ICHUM:6026

LC782342 
KPM-NJD 78

LC528160 
ICHUM:6023
LC528161 
ICHUM:6024 0.000

LC528162 
ICHUM:6025 0.004 0.004

LC528163
ICHUM:6026 0.006 0.006 0.007

LC782342 
KPM-NJD 78 0.018 0.018 0.020 0.020
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これは本種ヒラムシの左右の触手眼クラスターを人間の
眼と見なしたときに、脳域眼クラスターの位置がちょう
ど殿上眉のように見えることに由来する（図 2A, C）。
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